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Ⅰ 研究の成果(1000字 程度)

(図表も含 めて分か りやす く記入のこと)

結晶状態にある種 々の ラセ ミ体 は,そ の単結晶内のエナ ンチオマーの配列 によ り,コ ン

グロメレー ト,ラ セミ化合物,ラ セ ミ固溶体の三つの状態 に分類され る。 このうち,単 結

晶が単一のエナ ンチオマーにより構成され るコングロメレー トは有用な光学分割法である

優先晶出法に利用できるが,そ の割合は全体の10%以 下である。ただ し,カ ラム状水素結

合ネ ッ トワー ク(21-column構 造)が 形成される塩 ではその存在確率が上昇する ことがわかっ

ている。一方で,当 研究室で開発されたジアステ レオマー塩法における分割剤 によって分

割される組 み合わせ のうち高効率 を達成できる塩では,そ の難溶性塩の結晶構造では強固

な21-column構 造が形成 される。このため,こ の組み合わせのラセミ体 同士の塩を調製 し

て も,2rcolumn構 造が達成され,50%程 度の確率でコングロメレー トとなることが これま

で に判明 している。そ こで,よ り広い範囲の酸塩基対について も同様の現象が見 られるか

検討 した。図1に 示す1～29の 酸 ・塩基の うち,ジ アステ レオマー塩法での分割成績の良

い組み合わせ についてラセ ミ体同士の塩 を調製 し,X線 結晶構造解析 によ り検討 を行なっ

た。

多 くの酸塩基対 において,21-column構 造が形成 され,そ のうちの半数がコングロメ レー ト

塩結晶として確認 された。その結果,今 回検討 した酸塩基対 の組み合わせ におけるコング

ロメレー ト塩の存在確率は約40%で あった。
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共著の場合、申請 者の役割 を記載す ること.

(著者、題名、掲載誌名、年月、巻号、頁 を記入)

Synthesis of enantiopure 6-methoxy-2-naphthylglycolic acid and its application as a 

resolving agent, Tetahedron Asymm. , Shimada, T.; Kobayashi, Y.; Saigo, K. 16, 23, 3807 

(2005).
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[1]島田宝宜
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21st century COE program 3rd international symposium, 2005年10月3日,東 京 大学
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日本化学会第86春 季年会,2006年3月28田,日 本大学


